
 

        北九州市立黒崎中央小学校 高学年通信 文責：藤田 正博  

 絆   

第２１号 令和３年５月１１日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

5 年 2 組の教室では、国語科の安達先生がイメージマップについて指導をしていました。 

「先生の好きなアニメはね…内緒。」「ええ？教えてよ。」「インタビューする方法が分かったら聞

いてごらん。」 子どもの好奇心を上手に引き出しながら、テンポよく授業を進めています。 

6 年 2 組は理科室での学習。Teams を使って、ノートをより効率よく書く方法につい

て学習をしました。友達のノートが自分のタブレットに出されると、すぐさま真似をして

自分の学習につなげていきました。 

～ファイト黒崎で 

絆を深めよう～ 

 5 年 1 組、3 組は理科室でインゲン豆の発芽の条件について学習していました。

どの子どもも、自分の考えをしっかりとノートにまとめています。さすが高学年。

担当の渡辺先生が上手に子ども達のやる気を引き出していました。 

Smile 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

5 時間目、5 年 3 組では村田先生が算数科の授業をしていました。 

「これが比例の考え方です。」 

用語をしっかりと抑えながら、的確に指導する村田先生。とても分かりやすいです。 

 6 年 2 組では外国語科の学習。担当の久岡先生は、エネルギー満タンで授業を盛り

上げます。 “When is your birthday?” “My birthday is December … .” 

子ども達は、学んだことを使ってすぐさま会話の練習。生き生きしていました。 

お代わりの時間。多くの子ども達が参加しています。 

高学年になると、給食の量も増えます。しかし子ども達は食

欲旺盛。よく食べます。 

 ジャンケンにかった子ども達は、うれしそうにデザートに

手を伸ばしていました。 

 6 年３組では 6 時間目にもかかわらず、算数科の学習に取り組む子ども達。担当の

佐伯先生は、子ども達に声を掛けながら、普段の生活に生かせるように投げかけてい

ます。中学につながる文字式（xy を使った式）にも慣れていく姿に感心しました。 


